
都市計画用途地域を次のように変更する。

外 壁 の 建 築 物 の 建 築 物

種　　類 面積 後 退 距 離 敷地面積の の 高 さ 備　考

の 限 度 最 低 限 度 の 限 度

第 一 種 低 層 約 334 ha  6/10 以下 4/10 以下 - - 10m

住居専用地域 約 3,435 ha  8/10 以下 5/10 以下 - - 10m

約 165 ha 10/10 以下 6/10 以下 - - 10m

小    計 約 3,934 ha 46.8%

第 二 種 低 層 約 140 ha  8/10 以下 5/10 以下 - - 10m

住居専用地域 約 6 ha 10/10 以下 6/10 以下 10m

小    計 約 146 ha 1.7%

第一種中高層 約 24 ha 10/10 以下 6/10 以下 - - -

住居専用地域 約 185 ha 20/10 以下 6/10 以下 - - -

小    計 約 209 ha 2.5%

第二種中高層 約 34 ha 10/10 以下 6/10 以下 - - -

住居専用地域 約 782 ha 20/10 以下 6/10 以下 - - -

小    計 約 816 ha 9.7%

第 一 種 約 852 ha 20/10 以下 6/10 以下 - - -

住 居 地 域

小    計 約 852 ha 10.1%

第 二 種 約 70 ha 20/10 以下 6/10 以下 - - -

住 居 地 域 約 31 ha 30/10 以下 6/10 以下 - - -

小    計 約 101 ha 1.2%

準 住 居 地 域 約 205 ha 20/10 以下 6/10 以下 - - -

小    計 約 205 ha 2.4%

近隣商業地域 約 31 ha 30/10 以下 6/10 以下 - - -

約 171 ha 20/10 以下 8/10 以下

約 64 ha 30/10 以下 8/10 以下 - - -

約 24 ha 40/10 以下 8/10 以下

小    計 約 290 ha 3.4%

商 業 地 域 約 9 ha 30/10 以下 8/10 以下 - - -

約 376 ha 40/10 以下 8/10 以下 - - -

約 72 ha 50/10 以下 8/10 以下 - - -

約 33 ha 60/10 以下 8/10 以下

約 16 ha 70/10 以下 8/10 以下

小    計 約 506 ha 6.0%

準 工 業 地 域 約 514 ha 20/10 以下 6/10 以下 - - -

約 20 ha 30/10 以下 6/10 以下 - - -

小    計 約 534 ha 6.3%

工 業 地 域 約 237 ha 20/10 以下 6/10 以下 - - -

小    計 約 237 ha 2.8%

工業専用地域 約 582 ha 20/10 以下 6/10 以下

- - -

小    計 約 582 ha 6.9%

合　　計 約 8,412 ha 100.0%

「種類、位置及び区域は計画図表示のとおり」

計　　　画　　　書
鹿児島都市計画用途地域の変更（鹿児島市決定）

建 築 物 の 建 築

面積の敷地面積

建 築 物 の 延 床

面積の敷地面積

に対する割合 に対する割合
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理 由

鹿児島都市計画用途地域については、当初、昭和５年に都市計画決定し、市街地の将来

の発展を計画的に促進し、秩序ある市街地の形成のため、約１，４３０ｈａにおいて用途

地域を定め、計画的かつ合理的な土地利用の規制・誘導に努めてきたところである。

平成２６年６月に全市的な用途地域見直しを行い、同年１０月に定期見直しのうち、区

域区分（線引き）の変更に伴う用途地域の見直しを、平成３０年３月に随時見直しを行っ

たところであるが、吉野第二地区土地区画整理事業（以下、「吉野第二地区」）において、

平成３１年３月に事業認可を取得したことから、当地区に係る用途地域の見直しが必要と

なったものである。

「鹿児島都市計画 都市計画区域の整備，開発及び保全の方針」では、吉野支所周辺や

県道鹿児島吉田線沿道を「沿道サービスゾーン」として「モータリゼーションに対応した

地域の生活拠点として生活利便に資する沿道型の商業・サービス施設の立地誘導を図る地

区として，幹線道路沿道の後背地の住宅地の居住環境との調和を図る」としており、郊外

部を「住宅専用ゾーン」として「主に低層住宅を中心とする良好な居住環境を維持，保全

する地区とし，主要な生活道路沿道においては，地区生活拠点として，一定のにぎわいを

創出する」こととしている。

また、「かごしま都市マスタープラン」では、吉野支所周辺や県道鹿児島吉田線沿道を「沿

道サービスゾーン」として「面的整備が進む県道鹿児島吉田線沿道の地区では沿道街区の

形成と連動して、モータリゼーションに対応した生活利便に資する商業・サービス施設の

立地誘導を図るとともに、吉野支所周辺については、地域の生活拠点として公共公益施設

や商業施設の集積を誘導する」こととしている。

今回、吉野第二地区においては、これらを踏まえ、用途地域の随時見直しを行うもので

ある。



3



0 50 100 150 200
m 4


